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す。しかし、各地で発生する地震で自宅などが揺れると思わず天井からぶら下がってる照明のコ

ードなどを見つめ、『あぁ、揺れてる．．．』と確認してしまいませんか？昭和生まれの人にありが

ちな行動だそうです。私は受講する数日前に発生した地震でも、照明のコードを見つめていまし

た。大きな地震の時は、この見つめている数秒で生死を分けることになります。実際に地震で家

屋が倒壊したり、屋根が落ちたり、１階が押し潰されることもあります。その場合、何もせず上

を見ている私はその時点で圧死もしくは大怪我を負うでしょう。そうならないために、『揺れたら

身を隠す』が生き残るために出来る事です。 

生き残らなければ、いくら非常用持ち出し袋を用意しても意味がないのです。昔は揺れたら火

を消しなさいとも教えられた記憶がありますが、これも後回しです。とにかく身を隠し、『生き残

ること』を最優先で考えなければならないのです。何事も生きてる 

からこそ、防災の知識が役立つ！まず、自分の命を守り、家族を、 

ご近所の方をと助け合いを広げて行くことです。 

確かに防災とは『いざという時のため』ですが、その『いざ』 

は今日か明日かはたまた何年後か？誰にもわかり得ない時のこと。 

いつ何時でも『生き残ること』を肝に命じて生活しようと思いま 

した。ちなみに、阪神淡路大震災では、倒壊した家屋などから助けられた方の７割が、ご近所さ

んなどの民間人による救出だったそうです。日頃ご近所との関わりが少ない昨今ですが、何かあ

ってから繋がるのではなく、何もない今から繋がる必要性を感じました。挨拶をするなど、ちょ

っとしたことから始められればいいなと思いました。 
                              今回のレポートは原嶋恵子さんです 

 

 

   

ママたちの防災【連続講座】第 10 回 家庭で出来る簡単防災術    平成 25 年 2 月 2 日(土) 

                      講師 木原 実さん （気象予報士・防災士） 

                            
《 生きてこその防災 》 

 

阪神淡路大震災や東日本大震災のことを交えながら、

いつ何時起こるかわからない地震や火事などの災害か

ら身を守るためにどうするのか？などのお話でした。 

印象的だったのは『地震が来たら、あなたは何をする？』

という問いかけです。 

地震大国・日本で育った私達は常に避難訓練などを通

じて、地震が来たら、机の下に潜ると教えられてきまし

た。保育園に通う息子も園の行事で、毎月避難訓練し『地

震の時は、机の下に潜るんだよ』と教えてくれるほどで

す。 

 

 

2月3日の節分に鍋横の街では

「鬼は外 福は内」と賑やかな

声が聞こえてきました。 

鍋横区民活動センターに可愛い

鬼がやってきました。鬼に扮し

たのは鍋横保育園の年長組さん

たちでした。 

 

西町天神で豆まきの前に厄除

招福を祈願する、年男、年女の

皆さん。 

本郷氷川神社の豆まき 

 

貼 


